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***** ニッペジンキー1000QC の 

       摩擦接合継手の滑り試験について******************* 

 

１．まえがき 

鋼橋の現場継手には高力ボルト摩擦接合が多く用いられており、その接合面には所定

の摩擦係数と確保するため塗装を行わないのが一般的である。 

しかしながら橋梁の大型化にともない現場継手の溶接板も大型化し、現場において接

合面のさび落し作業の労力や防錆の観点から厚膜形無機ジンクリッチペイントが塗装

されるようになってきた。試験片による滑り試験を行い滑り係数を調査する。 

 

２．すべり試験用供試体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高力ボルト ４－Ｍ２２×９５（Ｆ１０ＴＷ）Ａ種 
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３．供試塗料 

塗  料  名 一  般  名 
目 標 膜 厚
（μｍ） 

ニッペジンキー1000P 無機質ジンクリッチプライマー ２０ 

ニッペジンキー1000QC 厚膜形無機質ジンクリッチペイント 
４０ 
７５ 

 

４．試験片の調整 

(1) 各試験片をプラストで Sa ２1/2 以上に素地調整を行い、同時同一材質の別紙片で表

面粗度を測定。 

(2) 塗装はエアレススプレーで塗装し、乾燥塗膜厚を測定。 

(3) 塗装後 1 ヶ月曝露後締め付けを行った。 

(4) 表面粗度(試片 3 枚、各３点測定) 

         

試 片 １０点平均粗さ 

１ 
４８ 
６０ 
４８ 

２ 
４７ 
４４ 
４７ 

３ 
５４ 
５０ 
５８ 

平 均 ５１μｍ 
 

(５) 乾燥膜厚 (ｎ＝３) 

       

試片№ 塗    料 平均膜厚 
１－１ 
    ２ 
    ３ 

ニッペジンキー１０００Ｐ 
２０．４μｍ 
１９．３ 
２２．５ 

２－１ 
    ２ 
    ３ 

ニッペジンキー１０００ＱＣ 
４１．１ 
４０．３ 
４０．１ 

３－１ 
    ２ 
    ３ 

ニッペジンキー１０００ＱＣ 
６５．７ 
６９．４ 
６９．６ 

 



５．試験要領 

(１) 高力ボルトはトルクレンチにより次の軸力を導入 

          すべり側   ２２．５ton 

          固定側     ２５．０ton 

(２) 載貨は油圧式万能試験機にて行い、供試体をセット後すべり点まで徐々に載荷。 

        すべり係数の算出 

    ｐ                
μ＝ A× B× N 

μ：すべり係数 

ｐ： すべり荷重 

Ａ：ボルト本数 

Ｂ：摩擦面数 

Ｎ：締付力 

 

３．すべり係数 

        

試片№ 膜厚（μｍ） すべり荷重(ｔ) すべり係数 
１－１ 
    ２ 
    ３ 

２０．４ 
１９．３ 
２２．５ 

３７．６１ 
３８．００ 
３６．７５ 

０．４１８ 
０．４２２ 
０．４０８ 

平均０．４１６ 

２－１ 
    ２ 
    ３ 

４１．１ 
４０．３ 
４０．１ 

４５．６０ 
４７．５０ 
４１．８０ 

０．５０７ 
０．５２８ 
０．４６４ 

平均０．５００ 

３－１ 
    ２ 
    ３ 

６５．９ 
６９．４ 
６９．６ 

４５．９５ 
４３．１５ 
４９．００ 

０．５１１ 
０．４７９ 
０．５４４ 

平均０．５１１ 

 

            ニッペジンキー１０００ＱＣはすべり係数０．４以上の規格に合格する。 

            しかし、ニッペジンキー１０００Ｐは、０．４近くにあり推奨できない。 


